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リリーとシェイクスピア

『ガラシア』と『お気に召すまま』における

変装のプロットによる愛の主題

成　沢　和　子*

(1)

ジョン･リリー(John I.yly)の宮廷喜劇(courtcomedy)のうち『マイダス』 (Midas)

と『ボンピーかあさん』 (Mother Bombie)を除いた他のすべてがJJ愛の喜劇〝 (love co一

medy)であることは当然すぎるようでいて,実は特筆すべきことなのである｡もちろん

愛の主題はもっとも伝統的かつポピュラーな文学のテーマの1つであるのだが,喜劇作品

それ自体の主題,喜劇の主たる源としての愛という視点からすれば,少くともテユーダー

(Tudor)朝喜劇においてはりリーの作品が最初のものであり,又もっとも純粋な意味での

愛の喜劇といえる｡この点をミンコフ(Marco Mincoだ)は以下のように説明している｡

A love interest had, of cource, been a standing ingredient of comedy since

Greek and Roman times; it had even provided tile motive of the action. The

scapegrace son of Roman comedy was generally in love with a courtesan, but

there was nothing comic in that, it was part of the data. The comedy was

provided by his attempts, or rather those of thewily slave, to hoodwink the

father -it was essentially a comedy of intrigue. And if occasionally tlle in-

fatuation of an old man who ought to knowもetter, or of aもoastful Thraso,

comes up as a subject for satirical treatment, it is still only the inappropriate-

ness of the passion, or the self･love of the character, that rouses laughter, and

the nearest we get to the comic treatment of love itself is in･ a chance remark

like Terence'S, `Heu, universum triduum', making fun of the lover's impatience.

But with Lyly it is the way in which love cuts across our little plans and makes

fools of tis all that is the most constant theme- the mere fact of being in

love almost is treated as a comic situation. 1)

最後の部分の｢恋しているということ自体が喜劇的状況として取り扱われている｡｣

("the mere fact of being in love almost is treated as a comic situation'')という指摘は

リリーの愛の喜劇の本質を鋭くついたものといえる｡ 『愛の変身』 (Love's Metamorphosis)

では,それぞれ冷酷,不貞,内気といった特徴を持つ3人の女性に対して,ただひたすら

愛を求める3人の男性を配して伝統的な求愛(courting)のパターンが作品の中心に据え
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られている｡男たちの一途な変とそれを受け入れようとしない女たち｡宮廷愛の伝統とソ

ネット連作(sonnet sequence)の枠組を用いたこの作品では常にかみ合わない愛の状況が

喜劇のメイン･スプ1)./グなのである｡また,美しいが卑しい身分の女に魂を奪われたア

レクサンダー(Alexander)の王者らしからぬ恋が『キャンパスピ』 (Campaspe)の喜劇

的状況を形成し,一方, 『サフォーとファオ』 (Sapho and Phao)では男女立場を入れ替

えてはいるが同様な状況が美男の船頭7ァオ(Phao)と女王サフォー(Sapho)の恋によ

って作り出されている.このようなどこかちぐはぐな変の場面が,知的で軽妙なセリフに

よって次々と展開されていくのがリリーのラブコメディーなのである｡愛の構造が作品の

構造であり,細部を構成するのも又,ため息と涙(sighes and tears),キューピッドの矢

(Cupid's arrow)に射られた盲目(もlind eyes),誓い(oath, swear),不実(in-constancy),

嫉妬(jealousy)等々のコンベンショナルな変の諸相である｡

リリーが宮廷劇の主題としてきた愛の概念はどんなものか,又それが喜劇に仕立て上げ

られている意味は何かについての考察は,彼がその野心の対象としたエリザベス女王の宮

廷(Elizabethan court)の独特な文化の中で愛がどのようにとらえられていたかを考える

ことであろう｡リリーは作品に宮廷人の興味や好みをきわめて忠実に巧みに反映した2)0

彼らの関心を引いた当時の文学,音楽から宮廷のマナーに到るまでを作品に取り入れた｡

その彼にとって宮廷人たちの最大の関心事である愛を作品のメイン･テーマにすることは

むしろ当魚であろう｡中世のプロバンス(Provance)宮廷に端を発した宮廷愛(courtly

love)は優雅で技巧的な宮廷における愛のマナーを確立したo　このいわば愛の象徴的儀式

ともいうべきものは多少の変化と形骸化を経た後もルネッサンスの宮廷に依然として生き

ており,宮廷人たちはこれによって本来きわめてシアリアスな変を一種のゲームのように

救うすべを身につけていた｡この其撃さと軽薄さのアンビヴァレンス(amもivalence)が宮

廷の愛の本質であるといえよう｡さらに,これにルネッサンスの産物である愛の精神性を

強調するプラトニック･ラブ(Platonic love)と勉女王エリザベスへの賛辞(compliments)

という2つの要素が加味されたものがェリザベス朝の宮廷愛の概容である3)0

宮廷愛をリリー自身はどのように受けとめていたか｡彼のヒューマニストとしての背景

を重視する-ソタ- (G.K Hunter)は次のように述べているo

This is typical of Lyly's whole relation to the tradition of courtly love; he sees

the charmand beallty Of it, but at the same time he is rather amused by its

naivety. His plays are abollt love, and in his treatment of love he is all the

time aware of the courtly background; but he sees the background of attitudes

as something that can l〕e played with, rearranged into new patterns, rather than

as a set ofru1es to be followed, He combines effectively, perhaps for the first

time in English, the Hllmanist tradition of learned contempt for female weak-

ness, and the courtly tradition of irrational adoration, iizlding one style for both

sides of The Book of ike Courtier- the gaymisogyny of Gaspar Pallavicino

as well as the mystical raptures of Pietro Bembo,4)
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愛の伝統に対するリリーのディタッチメソト(detoucllment)に彼のヒューマニストとし

ての教養が影響しているという興味深い指摘は,当時の愛のコンベンションは常にアンテ

ィ･コンベンションを内包するという,いわば常識と併せて理解すると一層リリーの持つ

愛の概念の実像に近くなるであろう｡

こうした愛の概念を舞台にのせる際にリリーの依って立つドラマトゥルギーともいえる

ものは『サフォーとファオ』のブラックフライ7-座(Black Fryers)上演の際のプロロ

ーグにあるあの有名な一節である｡

Our int6t was at this time to moue inward delight, not outward lightnesse, and

to breede (if it might bee) soft smiling, not loude laughing: knowing it to the

wise tote as great pleasure to heare counsell mixed with witte, as to the foolish

to haue sporte mingled with mdenesse. 5)

極端にならない上品な笑いを目指した彼の舞台では,愛の激しさ,苦しさ,喜びはすべて

微妙に批判的な距離を保って描かれ,ウイットとユーモアに包まれている｡愛が深く追求

されているというよりも,幅広く,ヴァラエティに富んだ愛の諸相が繰り広げられるo　プ

ロットの進行はこうした愛の多様な断面を次々と見せてくれるのに役立っている｡ 『月の

中の女』 (The Women in the Moone)のヒロインとして登場するパンドラ(Pandora)は

7つの惑星にその気質を次々と支配される｡極度に横暴になったり,反対に優しくなった

り,貞節かと思うとすくtl浮気にと目まぐるしく変化する彼女に翻弄される男たち.愛の喜

び,恐れ,苛立ち,不安,狂気などが羅列される｡しかしヒロインにはそれらの経験によ

る人間的変化-成長は見られない｡彼女はただ造化の神(Nature)の手でルナ(Luna)

に託され, 〟月の中の女〟になる｡ 7レクサンダーはキャンパスピ(Campaspe)への思い

に捉われ苦しむが,悩みの果てに彼女をアペルス(Apelles)に譲るという並外れた寛容さ

を示す｡だがここに彼の愛の経験による人間的成長を見ることは難しい｡彼はただ王とし

ての本来の自己に立ち戻っただけである｡ ｢自からを制することも出来ずにアレクサンダ

ーが世界を制するのを望むとすれば,それは恥ずべきことだ｡｣ (It were a shame Alex･

ander should desire to command the world, if he could not command himself.け6))

という名言は,何ごとにも,たとえ恋にも深くコミットしない王者の姿勢を再確認したも

のである7).

リリーは愛を彼独特のソフィスティケイトされたコメディーの主題として作品の中心に

据え,その中で愛のあらゆる相を展開してみせた｡その知的でウイットに富んだ完成度の

高いセリフはまことに彼の独壇上ともいうべきものであろうo　このリリーによって開拓さ

れたラブ･コメディーを土台にして,さらに別の方向-人間性の深みへと向わせるのは

シェイクスピア(William Shakespeare)である｡両者の関係は種々の視点で考察されて

いるが,ここでは非常によく似た2つの変装(disguise)のプロットを通じてこの点を明

らかにしてみたいo登場するのは『ガラシア』 (Gallaihea)と『お気に召すまま』 (As You

Like Ii)の恋人たちであるo



(2)

すべての愛の始まりが運命的であるように,リリーとシェイクスピアの恋人たちの出会

いも又運命に操られたものであった｡無敵の力士と戦おうとするオーランド(Orland)を

初めて見た時のロザリンド(Rosalind)が｢私のこのわずかな力があなたのお役に立てば

どんなによいか｡｣ ("The little strength that I have, I would it were withyou,"9)と

いう時,彼女を動かしたのは運命的な愛の力である｡だが,ガラシア(Galla血ea)とフィ

リダ(Phillida)の場合には運命(destiny)の力は遥かに強く,又文字通りの意味で働い

ているといえよう｡初めて会った時, 2人はそれぞれ男の姿に変装していた｡というのは

彼らが住む北リンカーンシァの-ンバー河口(the Htlmもer estuary)近くの地域ではか

って住民が海神ネプチューン(Neptune)の怒りをかい,洪水に悩まされていた｡そこで

彼らは神の怒りを鎮める唯一の方法として, 5年毎にその地でもっとも美しい娘を海獣ア

ガ-(Agar)に献ずることにしていたo今年はその処女を犠牲にする年にあたり,自分の

娘が一番美しいと信じた2人の父親は,娘かわいさのあまりなんとかしてこの過酷な運命

を逃れようとする｡

Tyie.., , to auoide therfore desteny (forwisedomeruleth the stars) I thinke it

better to vse an vnlawfull meanes (your honour preserued) then intollerable greefe

(both life and honor hazarded), and to preuent (if it be possible) thy consellation

by my craft.

(Ⅰ, i, 6㌻65)

運命を避けるために(to avoide…　desteny)父親たちが考えたのは,偶然にも全く同じ

手段,娘を男装させることだった｡ 2つの変装の場面は同じ方法を思いついた父親たちに

対して,娘たちの態度がそれぞれ異り,それで反応の多様性を引き出している｡ガラシア

は父の運命に対抗する態度には批判的で,運命は避けるものではなく従うものと考え,一

番美しく生れた者が受けるべき名誉ある死を望む｡

Galla…. Suffer nee therefore to die, for which so I was borne, or let me

curse that I wasもorne, sith l may not die for it.

(Ⅰ, i, 69-71)

Galla,日, I)estenie may be deferred, not preuented: and therefore it were better

to offer my selfe in tryumph, then to l〕e drawne to itwith dishonour.

(I, i, 80182)

だが既に彼女は真相を打ち明けられる前に男装させられてしまっていた｡一万7ィリダの

方は父の変装の勧めにはしごくあっさり従う｡
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Phil. Deere father, Nature could not make nee so faire as she hath made you

kinde, nor you more kinde then me dutifull. What soeuer you commaund I will

not refuse,もecause you commaund nothing but my safetie, and your happinesse.

(I, iii, 9-ll)

彼女が抵抗を示したのは変装が男の姿をすることだとわかった時である｡ ｢私の姿にも,

気拝にもそぐわないわo｣ ("Itwill neither become my bodie, nor myminde".9))とい

かにも娘らしい不平を並べるのである｡

Phil. For then I must keepe companiewith boyes, and commit follies vnseemelie

for my sexe; or keepe companywithgirles, and be thought more wanton then

もecommeth me. Besides, I shall be ashamed of my long hose and short coate,

and so vnwarelie blabbe out something by blushing at euery thing.

(Ⅰ, iii, 17-21)

ガラシアの論理性とフィリダの感性はもし以後のプロットの進行の中で展開されていった

ならば,彼らの人間性の発展につながったであろう要素なのだが,この場限りで以後の2

人にはその跡をたどることが出来ない｡ただこの2つの父娘の場面に限っていえば,勝れ

た平行と対照の効果を持っているのは,いかにもリリー的な技巧の妙である｡

こうして, JJ運命の力〟に抗するために意志に反して男装した2人の娘が,逃げ込んだ森

の中で出会い恋に落ちる｡彼らの愛はその言葉の持つ通常の意味を越えて運命的なもので

あるといえよう｡ところで,ロザリンドも男装してア-デン(Arden)の森に行くことにな

るのだが,彼女の場合の変装のモ-ティブはリリーの恋人たちとは異ったところにあるこ

とに注目したい｡彼女にもせっぱ詰った事情はあった｡伯父の公爵によって追放の身にな

り,早急に城外に退去しなければならない.従妹のシーリア(Celia)も一緒ということに

なると娘2人の族は危険が多い｡シ-リアは見すぼらしい服を身につけ顔も汚していくこ

とを思いつくのだが,ロザリンドほそれならいっそのこと自分は男装してみるといい出す｡

Rosalind.　　　　　　Were it not better,

Because that l am more than common tall,

That I did suit me all points like a man?

A gallant curtle-axe upon my thigh,

A boar･spear in my hand, and in my heart

Lie there what hidden woman's fear therewill,

We'll have a swashing and a martial outside,

As many other mannish cowards have

That do outface it witll tlleir semblances.

(Ⅰ, iii, 11㌃123)
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彼女のこの決定にはもちろん男装の方がより安全という必魚もあるとしても,何かそれ以

上の意志的なものを感じる｡キ1/プロウ(R.Kimbrough)の指摘のように(10),男が必要

ならばタッチストーン(Touchstone)を連れてゆくのだし,森に行った後は,その日的で

あった父親探しよりも男装の立場を利用して,大池にオーランドやフィーピー(Phebe)

を相手に愛の場面を楽しんでいる｡少くともロザリンドの男装は外からの力によって強い

られたのではなく,白から選んだものである｡それによって彼女の経験は拡大し,彼女の

愛も又新しい広がりをみせる可能性を持ったといえよう｡

(3)

ガラシアとフィリダの最初の愛の告白は独白でなされる｡相手に強くひかれているが真

実の姿,女であることを絶対に明かすことが出来ない2人には,独自こそ愛を告白し,自

己の運命を呪うことが出来る唯一の手段であるo

Galla. How now Gallathea?miserable Gallaihea, that hauing put on the

apparell of a boy, thou canst (not) also put on the minde. 0 faire Melebeus, I,

too faire, and therefore I feare, too proude, Had it not beene better for thee to

haue beene a sacri五cc to Neptune, then a slalle tO Cupid? to die for thy Cou-

ntrey, then to liue in thy fancie? tote a sacri丘ce, then a Louer? 0 woulde,

when I hunted his eyewith my harte, heemight halle Scene my hartwith his

eyes I Why did Nature to him, a boy,glue a face so Zaire, or to me, a virgine,

a fortune so hard?

(ⅠⅠ, iv,ト9)

Phil. Poore Phillida, curse the time of thy birth and rarenes of thy beautie,

the vnaptnes of thy apparel, and the vntamednes of thy aHections. Art thou no

800ner in the habite of a boy, but tholl must be enamored of a boy? what shalt

thou doe when what best lyketh thee, most discontenteth thee?

(H, Ⅴ, 1-5)

ここでの彼らの嘆きは男装の事実を打ち明けることが出来ない事情にのみ起因している｡

障害はそれぞれ自分の側にのみある,自分の決心次第でこの愛は可能になるかもしれない｡

Phil…. Ah Phl'llida doe something, nay anie thing rather then liue thus,

Well, what Iwill doe, my selfe　knowes not; but what I ought IknOwe too

well, and so I gee resolute, eyther to bewray my loue, or suffer shame.

(ⅠⅠ, Ⅴ, 臥ll)

2人は次に会った時,この可能性に掛けてみる｡ただし,ストレートに自分は女であると

語り出すにはか弱い娘にとって事があまりにも重大過ぎる. ｢たとえば～｡｣(Suppose ～),
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｢～だとしたら｡｣ (Adrmit ～)という仮定法がぜひ必要だった｡

Phil, Suppose I were a virgine (I blush in supposing my selfe one) and that

vnder the habite of a l〕oy were the person of a mayde, if l should vtter my

aHectionwith sighes, manifest my sweete loue by my salte teares, and proue

my loyaltie vnspotted, and my griefes intollerable, would not then that faire

face pittie tわys true hart?

Galla, Admit that I were as you woulde haue nee suppose that you are, and

tbat l should with intreaties, prayers, othes, もribes, and what euer can be in･

uented in loue, desire your fauour, would you not yeeld?

だが｢この真実の心をあわれんでいただけますか｡｣ (pittie tわys true hart?), ｢あなた

の愛を望んだら与えて下さらないことはありませんね｡｣ (I should desire- your favour,

would you not yeeld?)という仮定つきとはいえ思いきった求愛の言葉はそれぞれの相

手に喜びを与えるかわりに思いがけない黒々とした不安を引き起した0

Phil. (aside). What doubtfull speeches be these? I feare me he is as I am, a

mayden.

Galla. (aside). What dreadriseth in my minde I I feare the boytobe as I am

a mayden.

(ⅠⅠⅠ, ii, 28-31)

もし恐れていることが事実なら,愛の可能性は全く失われる｡おたがいを探りあい,その

結果さらに希望を失い,相手がダイアナ(Diana)のニンフたちの求愛をしりぞけていた

事実が動かぬ証拠のように思えてくる｡

Phil. Haue you euer a Sister?

Galla. If I had but one, my brother must needs haue two; but I pray haue you

euer a one?

Phil, My Father had but one daughter, and therefore I could haue no sister,

Galla. (aside〉. Aye me, he is as l am, for his speeches be asmine are.

Phil. (aside). What shall I doe, eyther bee is subtill or my sexe simple,

Galla. (aside). I haueknowne diuers of Dianaes Nimphes enamored of him,

yet llath he reiected all, eyther as too proude, to disdaine, or too childish, not

to vnderstande, Or for that lュe knoweth himselfe tote a Virgin.

Phil,くaside). ∫ am in a quandarie; Dianaes Nimphes haue followed him, and

he despised them, eytherknowing too well the beautie of his owne face, Or that

himselfe is of the same moulde.

(ⅠⅠⅠ, ii, 3㌃51)

障害を克服しての愛の告白から一転して絶望的な事実-の疑い,そして確心｡ 3着2場は

作品中もっとも緊張感に充ちたシ-1/であるoリリーの文体の特徴である並例と対照はこ
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の場面での2人のセリフに並行したスタイルと言葉を用いることによって,置かれている

立場,抱いている愛と不安の等しさを表現するのに尊大の効果をあげているll).それと同

時に,父娘のシーンから繰り返される構造と文体との並列は,この救いのない状況になにが

しかのユーモラスな雰囲気を与えている｡絶望的な愛が文体のフォーマリティ(fomality)

によって生な印象を避けて提示され,不可能な変という宮廷愛の基本概念であるコンベン

ションが倣妙な距離を置いて措かれている｡そしてこれが作品の主調となっているのであ

る｡

男装によって絶対絶命行き詰りの愛に追い込まれたガラシアとフィリダとは反対に,ロ

ザリンドの男装は彼女に心理的余裕を与えたようである｡それは例えば,恋するオーラン

ドがロザリンドを想う詩をあちこちの木に掛けているのを見つけ,彼が森にいることを知

った時,すぐに男装を捨てて再会を喜びあうかわりに, ｢私,生意気なお小姓のふりをし

て,あのかたをからかってみるわo｣ ("Ⅰwi11 speak to him like a saucy lackey, and

under that llaもit play knave with him".12))という彼女に明らかに兄い出せる｡男の姿

にふさわしく,男のようなユーモアとウイットでオーランドと渡り合う彼女は,まことに

のびのびとした快活さをみせる｡

Rosalind. I pray you, what is't o'clock?

Orla72do. You should ask me what time o'day: there's

no clock in the forest,

Rosalind. Then there is no true lover in the forest, else

sighing every minute and groaning every hour would

detect the la2;y foot of Time as well as a clock,

(ⅠⅠⅠ, ii, 297-302)

pザリンドであってそうではないから,次のような率直な質問も自由である｡

Rosalind.日. are you he that hangs the verses on

the trees, wherein Rosalind is so admired?

Orlando, I swear to thee, youth, by the white hand of

Rosalind, I am that he, that unfortunate he.

Rosalind, But are you so much in love aS your rhymes

speak?

Orlando, Neither rhyme nor reason can expres how

much.

(ⅠⅠⅠ, ii, 382-389)

彼女の男装がもっとも効果を発揮する試みを思いついたのも彼女自身である｡

Rosalind. I would cure you, if you would but call me
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Rosalind, and ∽me every day to my 仁ote, and woo me.

(Ill, ii, 415-16)

オーランドはロザリンドと呼べる相手が出来るので, ｢そう呼べるだけでもうれしい,

あの人のことを話せるのだから｡｣ ("I take some joy to say you are, because l would

be talking of her."13))とこのゲームに乗り気であるo　だがこれは1:ザリ./ドにとっては

単なる恋のうさ暗し以上のものである｡恋人の口からぞん分の愛の言葉を引き出し秘かに

心を満足させ,自からも女の貞淑さの枠にとらわれず大腿に愛について語りうる｡ロザリ

ンドの立場からほ愛の現実も夢も共に見ることが可能である.例えば,

Rosalind. H.　　　　　　　　　　　　　　　　Men have

died from time to time, and worms have eaten them,

but not for love.

(ⅠV, i, 10ト103)

という愛のペシミズムから,

Orla72do. Then love me, Rosalind.

Rosalind, Yes, faithwill I, Fridays and Saturdays and all,

Orlando, And wilt thou have me?

Rosalind, Ay, and twenty such,

Orlando. What sayest thou?

Rosalind. Are you not good?

Orlando. I hope so,

Rosalind, Why then, can one desire too much of a

good thing?

(ⅠⅤ, i, 110-119)

という底抜けのオプティミズムまで,ロザリンドの心の視野は男装によって拡大されてい

く｡そしてさらに時折りのぞく女の本音｡

Orlando. For these two hours, Rosalind, Iwill leave

thee.

Rosalind, Alas, dear love, I cannot lack thee two hours i

Orlando. I must attend the duke at dinner. By two

o'clock Iwill be with thee again.

Rosalind, Ay, go your ways, go your ways; Iknew

what you would prove, my friends told me as much,

and I thought no less: that 且attering tongue of yours

won me: ('tis もut one cast away, and so, come death.‥.)

(ⅠⅤ, i, 172-180)
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恋人のほんの2時間の不在が彼女に与えた動揺,それまでの冷静さを失った言葉は彼女に

一層人間的な魅力を加えていることも忘れてはならないo

変装することによって実体の解らぬ恋の袋小路に追い込まれたガラシアとフィ1)ダが唯

一折れるものは,相手が男であろうが,自分と同じ女であろうが, 2人が愛しあっている

という事実だけであったoゆえに次に引く男の姿の2人の言葉は滑稽さと同時に底知れぬ

悲しみを誘うものである｡

Phil. Seeing we are bothboyes, and both louers, that our affection may haue

some shove, and seeme as it were loue, let me call thee MistriS,

Calla, I accept that name, for diuers before haue cald me MistriS,

(ⅠⅤ, iv, 15-18)

こうした2人にはついに隠れていた事実が明白になり,変装が取り除かれた時も,もはや

他の道は残されていなかった｡

Calla. Iwill never loue any but Phillida: her loue is engrauen in my hart,

with her eyes.

Phil. Nor I any but Gallathea, whose faith is imprinted in my thoughts by

her words.

(Ⅴ, iii, 124-127)

しかしリリーがこの強い愛の誓いにすぐ続けて置くのは,彼らの愛の不毛な愚かしさを嘆

ずるネプチューンの言葉である｡

Nept, An idle choyce, strange, and foolish, for one Virgine to doate on ano-

ther; and to imagine a constant faith, where there can be no cause of affection.

(Ⅴ, iii, 128-130)

このあとのヴィーナス(Venus)による2人の愛の確認と,奇蹟の解決- ｢では2人の

うち1人をきっと男にしてあげよう｡｣ ("Then shall it be seene, tllat I can turne one

of them to be a man, and that Iwill".14))は,一瞬現実性を超越した至上の愛の肯定

のように思われる｡だがこの直後始まった父親どうしのいさかい-自分の娘は男にして

もらいたくない,おまえの方の娘が男になればよい,とたがいにわめき散らすシーンは,

ネプチューンの言葉の延長上にある愛の至上性に対する明らかな現実的な視点をうかがわ

せる｡

Meleb, Tyterus, let yours be a boy and if youwill: mine shall not.

Tyte. Nay,mine shall not, for by that meanes my young sonne shall lose his

inheri tance.
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Meleb. Why then gette him to be made a Maiden and then there is nothing lost.

(Ⅴ, iii, 15ト155)

(4)

リンカーンシァの森にはキューピッド(Cupid)も女装して入り込んでいたo常に愛を

軽蔑するダイアナとそのニンフたちに愛の力を思い知らせるためである｡得意の矢を射て

ニンフたちが恋に陥るようにしむける｡相手は男装して森にやって来たガラシアとフィリ

ダであるo　ニンフのテル-サ(Telusa)たちにとってこの愛はまさに運命的に襲ってきた

ものである｡

Tel. Howe nowe? what newe conceits, what strange contraries breede in thy

minde? is thy Diana become a Venus, thy chast thoughts turnd to wanton

lookes, thy conquering modestie to a captiue imagination? Beginnest thou with

Piralis to die in the ayre and line in tbe丘re, to leaue the sweete delight of

hunting, and to followe the hole desire of loue?

(ⅠH, i,ト6)

超自然的な力による抵抗し難いものとしての愛が多くのコンベンショナルな言葉を費やし

て描き出される｡

Eurota. I confesse that I am in loue, and yet sweare that Iknow not what it

is. I feele my thoughts vnknit, mine eyes vnstaied, my hart I know not how

a∬ected, or infected, my sleepes broken and full of dreames, my wakenesse sad

and full of sighes, my selfe in all thinges vnlike my selfe, If this be loue, I

woulde it had neuerもeene deuised.

(ⅠⅠⅠ, i, 45-50)

Tel, ･-･･ 0 deuine Loue, which art therfore called deuine, because thou ouer-

reachest the wisest, conquerest the cllaSteSt, and doost all things both vnlikely

and impossible, because tl1011 art Loue. Thou makest the bashf1111 impudent,

the wise fond, the chast wanton, and workest contraries to our reach, もecause

thy selfe isもeyond reason.

(ⅠⅠⅠ, i, 102-107)

だが,彼らの恋はこれ以上に展開されることはない｡相手である男装したガラシアたちと

の絡みもただ一度間接的に言及されているにすぎない15)｡むろん,プロットの上では終幕

のヴィーナスとダイアナの取り引きの伏線として重要な意味を持っている｡ヴィーナスは

ニンフに対するこの仕業のためにダイアナの怒りをかって捕えられた息子キューピッドを

救うため,ダイアナの望む通りにネプチューンを説いて処女の犠牲を止めさせる. 2女神

の交換条件の成立によって劇は大団円を迎えるのである｡しかし,この愛の作中における
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意味はむろんプロットの上だけのことではない｡その不可避性,非論理性は主筋の愛と全

く同じテーマの変奏である｡運命によって結びつけられたガラシアとフィ1)ダがその愛の

不可能,愚かしさを十分承知しつつもそこから逃れることが出来ないように,ニンフたち

も突風のように襲った理不尽な感情に翻弄される｡ただ,彼らはキューピッドが呪を解く

ことによって,開放された理性的な自己に立ち戻れたのだが,ガラシアたちは,反対に,

ヴィーナスの祝福を受け驚くべき手段によってその愛を成就させるのである｡

ニンフたちの変奏にはよりフォーマルな文体とコンベンショナルなイメ-ジが用いられ

ている｡

Euroia. How did it take you丘rst Telusa?

Tel, By the eyes, my wanton eyes which conceiued the picture of his face, and

hangd it on the verie strings of my hart. 0 faire Melebeus! 8 fonde Telusa !

but how did it take you Euroia?

Eurota, By the Cares, whose sweete words suncke so deepe into my head, that

the remembrance of hiswit hath bereaved nee of mywisedome; 8 eloquent

Tyterus ! 6 credulous Eurota !

(ⅠⅠⅠ, i, 55-61)

こうしたものが醸し出すコミカルな雰囲気は作者が,描いている愛との間に置いている距

離を臆示するものである｡そしてまた本来的には同質のものであるガラシアたちの愛に対

しての距離をも同時に暗示していると考えられる｡ニンフたちのガラシアとフィリダに対

する恋は両者の間になんの人間的関係をも生み出していない｡それによってガラシアたち

の側に愛情であろうと,憎しみであろうと全く何の感情をも引き出すことはない｡それの

果す役割は主筋の愛のヴァ1)エーションとしてその不可能な愛の幾つかの細部を拡大して

みせ,それらに対する作者のディタッチメソトを暗示している点にある｡この限りにおい

てはそれはまことに効果的になされており,各シーンには作者の機知に富んだ技巧がいか

んなく発揮されていて宮廷の観客にとってほ十二分に楽しいものであったことがうかがえ

る｡

男装の女性に恋してしまった女はア-デ./の森にもいたo　フィーピーの目に映ったロザ

リンドはたちまち彼女をとりこにしてしまう｡

Phebe [gazing after them]. Dead Shepherd, now

I五nd thy saw of might,

`Who ever loved that loved not at丘rst sight?'

(ⅠⅠⅠ, V, 81-83)

インクのような眉(inkyもrow),黒絹のような髪(black silk hair),ガラス玉のような

目(もugle eyeball)そしてクリームのような色の頬(cheek of cream)をした典型的アン

ティ･コンベンショナルな容貌,しかも冷酷なフィーピーと,彼女を口説き続ける羊飼シ
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ルヴィアス(Silvius)は宮廷愛の恋人たちのパロディである｡そのフィーピーが男装のロ

ザ1)ンドを一目で恋してしまう｡シルヴィアス･フィーピーの絶望的求愛のパターンがフ

ィーピー･ 1,ザリンドの組み合せで繰り返され,宮廷愛のコミカルな扱いが二重に強調さ

れる｡だがここにも機械的なパターンの繰り返しを越えた人間的なものを垣間見ることが

出来る.ロザリンドはフィーピーに対しても自分の変装をかくし,あくまでも男として振

まっていたoだがさすがに陶然と顔を見つめるフィーピーにはたじたじとなって,遠回し

に自分を口説いても意味がないことを口に出してしまう｡

Rosalind. ,.. lio Phebe] Why look you so upon me?

Phebe, For no illwi1日bear you.

Rosalind. I pray you, do not fall in love with me,

For I am falser than vows made in wine:

Besides, I like you not‥.

(Ill, V, 70-74)

さらにこの高慢な娘とあわれな羊飼いに親身な忠告をさえ与えるのである｡

Rosalind　　　, " Shepherd, ply her hard...

Shepherdess, look on him t)etter,

And l⊃e not proud-though all the world could see,

None could I)e so abused in sight as he‥‥

(ⅠⅠⅠ, V, 76-79)

ロザリンドは自からも恋しているが故に他人の恋に対しても暖い心で思いやることが出来

る｡シェイクスピアは彼女を男装させることによって多くの人物と関わら母,それを通じ

て人間としての幅を広げてゆく機会を与えている｡リリーのニンフたちがあれほど熱烈に

恋しているにもかかわらず,ついにその相手とのシーンを与えられていないのと対照的に,

ロザリンドはフィーピーたちと十分に関わり,そこから何かを得ている｡以下の言葉は良

く知られた大団円への伏線であるが,そこには又だれにも深い思いやりの心を示すロザリ

ンドが見られる｡こうした思いやりと和解は『お気に召すまま』という作品の主題につな

がっていくものであることを思い起してみることが大切であろう｡

Rosalind.　　　　　　　　　　　　‥. [io Silvius] Ⅰwi11

help you, if I can.日lio Phebe] I would love you, if I

could.,.To･morrow meet me all together.H lio Phebe]

I will marry you, if everl ma汀y WOman, and I'll be

married to･morrow日. lto Orlando] Iwill satisfy you, if

ever I satis丘ed man, and you shall be married

tomorrow ,.. [io Silvius] Ⅰwill content you, if what
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pleases you contents you, and yo†l Sllall　もe married

tomorrow‥. [io Orlando] As you love Rosalind, meet.

[io Sl'lvius] As you love Phebe, meet. And as I love

nowoman, Ⅰ,ll meet‥‥　So, fare you well; I have left

you commands.

(Ⅴ, ii, 105-116)

(5)

『ガラシア』の大団円はヴィーナスの衝撃的な言葉によってもたらされる｡

Venus, Then shall it be scene, that I can turne one of them to be a man, and

that I will.

(Ⅴ, iii, 139-140)

ガラシアとフィリダの出口のない恋に対するこのあまりにも奇想天外な解決には,さすがの

ダイアナも｢出来るのですか,そんなことが｡｣ ("Is it possible?"16))と叫んだほどである｡

ダイアナに劣らず後世の批評家たちもこの解決法には驚かされ,且つその解釈に四苦八苦

してきた｡いわゆる伝統的なJJ神々による超現実的な解決〝 (deus ex machina)の枠にお

し込んでみてもなんとも納りが惑いのである｡ただここで,ガラシアたちが陥っていたの

は,運命によって,つまり神々の意志によってコントロールされた世界であったことを想

い起してみることは意味がある｡彼らにとって変装は運命によって否応なく押しつけられ

たものであった.そして,そのための誤解に基づいた愛も又同様である.いわば神々の意

志によって始められたこの愛を解決するにはヴィーナスの決断以外にはあり得ないともい

えるのである｡こうした世界では愛も一つの観念としてとらえられ,恋人たちはそれぞれ

血の通った人間としてではなく観念の具現者として措かれる.故に個々のシーンでは実に

知的で気のきいたセリフがやりとりされそれは観客を十分に楽しませるものであるが,登

場人物に人間的成長を認めることは出来ないのである｡

一方,ロザ7)./ドにとっては男装は白から選んだ道であるo　ア-デソの森では変装を解

こうと思えばいつでも出来たにもかかわらず,男の姿のまま押し通した｡そこから彼女が

得たものは多い｡オーランドのロからは,あふれるほどの彼女自身への愛の言葉｡恋人同

志として相手のロから直接聞くのに比べて,第三者に自分への愛を告白するのを,その第

三者として聞くのは,ロミオ(Romeo)が暗闇のバルコニーの下で密かにジュリエット

(Juliet)の愛の告白を聞いたのと同質の感動を持たらしたのであろう｡こうした場面を繰

り返すごとに彼女のオーランドに対する愛は深まり,確実になっていった｡だからオーラン

ドが｢もう想像だけでは生きてゆけなくなった｡｣ ("I can live no longer by thinking.''17))

といった時,彼女は跨跨なく｢ではもうむだなおしゃべりをしてあなたを悩ませるのはや

めにしましょう｡｣ ("I will weary you then 110 longer with idle talking‥."18))と答え
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て男装を捨てる決心が出来たのである｡彼女は又フィーピーとシルビアスとの奇妙な三角

関係からも,ままならぬ愛に悩む老たちの気持を理解することを学んだ｡男装によってロ

ザリンドは女性の枠を越えて様々な体験をし,人間的な成長を遂げることが出来たのであ

るo終りの場面に登場する-イメン(Hymen)が単なるセレモニーの進行役にすぎないの

はいうまでもない｡ロザリンドたちの愛の世界は神によってコントロールされた世界では

ないのだから'J神々による解決〟は必要ないのである.
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